
地域文化倶楽部（仮称）創設支援事業

設立年 2015年

尼崎市立花北生涯学習プラザ
尼崎市立花南生涯学習プラザ
当法人施設

・毎月2～3回　日曜日の午前中を活動時間としている
（ただし、公演間近になると毎週日曜日の午前・午後の練習時間となる）
・子ども12名、大人14名　小学2年生から80歳までの劇団員で構成
・練習はウォーミングアップの発声練習や身体表現のためのゲーム等をした後、台
本読み、歴史学習、立ち稽古、大道具や小道具作り等
・公演に向けての練習　（言語のコミュニケーション力強化・身体表現力・歌唱練習
等）

活動場所

活動概要

成果報告書

特定非営利活動法人　やんちゃんこ

 ・小学生からシニア世代が演劇活動を通して、世代間交流を深める。
 ・演劇活動から、コミュニケーション力を高め、表現力、国語力を身につける一
助とする。
 ・発達特性を持つ子どもや不登校の子どもたちが活躍できる居場所作りを目
指す。
 ・兵庫県立尼崎青少年創造劇場との協力を得ることで、プロの劇団員からの
指導を受けることができ、学校では実施できない専門的な活動を実施する。
 ・学校、行政、社会福祉協議会等との連携を図ることで、学校ではみられない
生活・家庭環境からの見守り活動へとつなげる。
 ・本活動を通して見られる子どもたちの姿を学校と情報共有することで、個々
の支援計画へとつなげる。
 ・演劇活動を通して、集団活動の大切さや表現力を学ぶ。
 ・世代間交流・コミュニケーション力の習得。
 ・不登校や発達特性等の子どもたちの居場所作り。
 ・自己肯定感の向上・地域福祉支援等を目指す。

特定非営利活動法人　やんちゃんこ団体名

所在地

運営主体

事業目標

きっかけ

団体・組織等の連携

兵庫県尼崎市



○本事業による成果

・劇団員は１年間のまとめとして練習してきたことを発表できて充実感でいっぱいであった。

・学校でのクラブ活動とは違い、他校の子どもたちと共に活動することが新鮮であり、お互いの向上心も高め
合うこととなった。

・各学校の校長先生や担任、また教育委員会から次長や指導主事も来られ、学校とは違う生き生きとした姿
を観ていただき、地域における世代間交流を踏まえた有意義な活動の価値を感じてもらえた。









○児童・生徒への指導に関する工夫

○継続的な運営に関する課題・展望

○令和５年度からの学校部活動の段階的な地域移行に関する方針・提案

・公演には教育委員会の指導主事や教員、行政の人たちもたくさん来場され、なお一層、活動内容の理解や
広報、協力体制の連携が取れるようになった。

・来場されたお子さんから、ぜひ一緒に参加させてほしいという声もいただいており、新年度からまた劇団員
の増加も予想される。青少年の育成にも今後も発展していくと感じている。

・故に、小学生の間は地域で活動していて、中学校に入って部活動があるからやめてしまい・・・そしてその
部活動も中途半端というよりも、小学生から対象としてそのまま中学生に繋がって活動できる部活動地域移
行であることが、望ましいと考える。

・演劇を作っていくために大道具や小道具が必要になってくる。今回３回目を迎え、劇団員自ら大道具班や
衣装班などの係を作り準備に取り掛かった。そのため、それらの管理についても団員同士で話し合い、当法
人の部屋で管理する物や担当者で管理するなどの工夫をしながらできた。今後も継続していきたい。

・活動資金については会費を基本にしながら、当法人の基本としている青少年活動支援などの助成金の申
請など活用していきたい。

・指導者は引き続き、ピッコロ劇団員さんからのご協力をいただき、また現劇団員の中からも養成していける
体制を構築していきたい。

・そのような様子から、地域への移行の内容・時期などに関しての縛りではなく、小学生対象から始まる広範
囲で事業としていくことも一つだと考える。小学生から学び、体験したことが地域というフィールドで継続され
ていき、いずれ中学生となり高校生となっていく。ごく自然の流れで子どもたちは地域で育ち、地域の大人と
共に活動し、成長していく。当法人も３年を終えた。最初に入った小学生は中学生となり、高校生は成人し
た。演劇の役も子どもっぽい役から、成長して演じられるようになってきた。不登校だった子どもは学校に行
けるようになり、発達特性を持つ子どもは堂々と主役を演じた。この活動が、このまま子どもを成長させ、学
校ではない所での活動に自己肯定感を持ち、生き生きとさせているという実績がある。

・地域での活動を応援してくれる企業からの支援も、今後協力のお願いをしていく。

・発達特性をもつ子どもだちもしっかりと自信を持ち大きな声で演じることができていた。今回は心で感じて動
くことがとても難しかったが、コミュニケーション力の基本を考える良い機会となり何度も繰り返し学ぶことに
寄り添った。

・普段と違う公共施設でのマナーやルールについても、きちんと学ぶ機会としている。

・当法人の活動は、少し形態が異なっているかもしれない。それは、中学生に限らず小学生からを対象として
活動をしているということである。そして、そこに同じ立場で大人もいるのである。

　大人は指導者ではなく、大人も子どもたちと同じメンバーとしている。同じ目標に向かって活動している。メ
ンバーの中の中学生は学校の部活動もしている子どももいた。ただ、昔のように部活動も運動部でなければ
毎日毎日の活動もなく、当法人のように日曜日が活動日となると、学校との支障は生じないようであった。

・子どもたちが練習中に指導を受けた後、戸惑っている子どもには、常に大人がわかりやすく説明を仕直し
て、励ましフォローに入るようにしている。

・場面ごとにグループ練習の徹底を図ることで、時間の節約と練習の効果を上げることができた。

・基礎練習については劇団員の中で以前劇団に入っていたという人が中心になって指導にあたり、自然と大
人が役割分担をしながら子どもたちへの指導ができていた。



○令和４年度　取組状況等

保険加入等 スポーツ安全保険　　対象人数　20人

会費
子ども　18000円（1500円×12か月）
大人　 24000円（2000円×12ヶ月）

その他 当法人への寄付、企業からの支援など

スケジュール

基本活動 ・月2～4回　毎日曜日　10時～12時

年間

・4月～5月　　やんちゃんこ劇団員の募集及びワークショップ
・6月～9月　　劇活動の練習（台本読み・立ち稽古・小道具作り等）
・10月～1月　劇活動上演に向けての練習（立ち稽古・衣装合わせ・ホー
ル練習等）
・2月　　　　　　本番劇上演
・3月　　　　　　劇上演後の振り返り・反省会・今後の予定企画の実施

活動財源

参加者の移動手段 自転車、電車、バス　等

活動費用

指導者謝金等
内部コーディネーター
賃金　　1,600円/時間　　交通費（最寄り駅～塚口）

その他 練習場所　会場費　　尼崎市立生涯学習プラザ　（平均　約1回　1000円）

指導者

人数等 ・地域文化芸術施設より　劇団員　3人

募集方法 立ち上げ時から一緒に企画してきた指導者

学校名
尼崎市立塚口小学校　　　尼崎市立園和北小学校　　尼崎市立立花小学
校　　　尼崎市立武庫の里小学校　尼崎市立塚口中学校　　尼崎市立武
庫中学校　　　　尼崎市立尼崎高等学校

募集方法 当法人のチラシ、ホームページ等

参加者

人数等 12人　（小学生9人　中学生2人　　高校生1人）　



【活動の様子（写真添付）】 　　　公演当日の様子

　　　　　オープニング

尼崎市長と共に
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